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情報発信プラットフォーム 
http://www.glocom.org 

  「情報発信機構」は、日本をめぐる重要

問題について有識者や専門家の意見や

討論をグローバルに発信することを使命

とする非営利組織。 

  ウェブ上では情報発信プラットフォーム

（www.glocom.org）で、オピニオン、ディ

ベート、ニュースなどを発信、またニュー

スレターやメールマガジンも定期的に発

行。さらにセミナーも毎月開催。 

新年号の内容 

Global Communications Platform from Japan 2008 年 12 月 24 日発行 第 10 巻 第 1 号 

情報発信機構とは 

 情報発信の 10 年を振り返る 

情報発信の 10 年を振り返る（宮尾尊弘） 
情報発信ニュースレター・編集後記（前田幹博） 
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この度、編集長の役職を担うことになりました

が、宮尾機構長と一緒に歩んできた情報発信

での10年間は、今振り返るとあっという間だった

というのが実感です。その間、多くの方々の協力

を得て、タイムリーな記事を寄稿頂き、様々な

テーマのセミナーを開催出来ましたこと、関係

各位には心から感謝申し上げます。しばらくこの

ニュースレターの内容は、メルマガをまとめる程

度にして、1ページの短縮版で進めることになり

ますが、今後ともご支援ご協力、どうぞよろしくお

願い致します。前田幹博情報発信機構編集長 
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新 
年明けましておめでとうご

ざいます。早いもので、こ

の国際情報発信の活動を始

めて 10 年が経ちました。最

初は国際大学グローコムの中のボランティ

ア的な活動（最初の「Debates」は 1998
年 10 月付）でしたが、その後 2000 年 4
月から「国際情報発信プラットフォーム」

（http://www.glocom.org）としてグロー

コムの正式な活動として認められ、さら

に 2003 年 4 月からは「情報発信機構」と

してグローコムから独立した国際大学の活

動として進められてきました。その間、リ

ンク数やヒット数も大幅に増えて、日本の

情報や意見についてグローバルに検索され

利用される活動へ成長しました。 

 さらにオンラインの活動だけでなく、定

期的なセミナーやシンポジウムの開催や、

他の国際的な活動への参加を通じて、オフ

ラインのコンタクトを増やすとともに、発

信する内容をより豊富で意味深いものにす

る努力を続けてきました。その結果、今や

国内外の多くの人々に支持と支援をいただ

けるようになったと思います。 

 思えばこれまで実質的に 2 人ほどの人員

で、一時も途切れることなく 10 年も情報発

信を続けてこられたのも、ひとえに当初から

このようなグローバルな発信活動を構想さ

れ、資金も含めて全面的な支持をいただいた

故中山素平国際大学特別顧問のおかげであ

り、またその遺志を尊重して今日まで情報発

信の活動の火を絶やさないでいただけた小林

陽太郎理事長を始め国際大学関係者の皆様の

ご理解の賜物と心より感謝するものです。 

 どうやらこの 10 年の努力が実を結び、発

信活動も 1 人の人員で支えていけるめどが

立ったので、世代交代の意味もあり、今後は

これまで私が担ってきた情報発信機構の「編

集長」の役割を、これまで実質的な活動をほ

とんど全面的に行ってきた同僚に託したいと

思います（次期編集長の抱負については以下

の編集後記参照）。今後の私個人の情報発信

活動につきましては、以下のブログをご覧く

ださい。 

http://glocom.blog59.fc2.com/ 
 それでは、これからも情報発信へのご支持

とご支援をよろしくお願い申し上げます。 

2009 年元旦    宮尾尊弘国際大学教授 


